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シロサバフグ

スーパーなどで販売された小魚（豆アジ等）の中に毒性のあるフグの幼稚魚が混
入する事例が多くみられています。誤って食べることがないようご注意ください！

シロサバフグ

コモンフグ

キタマクラ
クロサバフグ

【混入のあった毒性のあるフグの例】

見てくれて
ありがとう。

もっと米粉のレシピが
知りたいな。

・楽しくて参考になるＨＰをありがとう。

・漢字が多くて小さい子には
難しいかな。

令和３年８月２日から３１日まで
九州農政局ホームページにて夏休み
イベント「しっとっと？国のお仕事」夏
休みお家で冒険!!（島をめぐって国の
仕事を知ろう!）を開催しました。
直接、会えない状況での開催でした

ので、反響が気になるところでしたが、
１，２９３名の方に閲覧していただきま
した。以下は、アンケートと子ども相談

の一部です。

夏休み特別イベント「しっとっと？国のお仕事」を開催しました。

【 間違 えやすい フ グの仲間 】

フグの混入に注意!!



（お問い合わせ先）
農林水産省九州農政局消費・安全部消費生活課
〒862-8527熊本市西区春日2-10-1
TEL 096-211-9111（代）内線421５ FAX 096-211-9700

フグの混入に
ご注意!!

☆確実に食用と判断できない植物やキノコは、

毎年、山菜狩りなどで誤って有毒な野草やキノコを採取し、
食べたことにより、食中毒が発生しています。
◎高齢者の方が、有毒植物を山菜などと間違って食べて、
死亡する事案も発生しています。

※R2.8 栃木県において、種類不明の野生キノコを喫食した死亡事案がありました！

判断に迷ったら処分してください。野草などを食べて体調
が悪くなったら、すぐに医師の診察を受けてください!！

◆有毒植物等による食中毒に要注意◆

採らない！ 食べない！
売らない！ 人にあげない！

カエンダケ
夏から秋にかけてブナなどの広葉樹林
の地上に群生。毒性が強く、触っただけ
でも炎症が起きることがある。食べて死
亡した例もある。

カキシメジ
秋にブナ、コナラなどの雑木林の地上に発生。
カサは直径3～8センチメートルで、シイタケと
間違えやすい。食べるとおう吐、下痢、腹痛な
どの中毒症状が起きる。

ツキヨタケ
秋にブナの枯れ木などに群生。カサは主に
半円形で10～20センチメートルほど。初め
は黄褐色、後に紫褐色～暗褐色になる。猛
毒で、ヒラタケやシイタケと間違えやすいの
で要注意。

スギヒラタケ
夏から秋にスギ、マツなどの倒木や古
株に群生。カサは白色で扇のような形
状。脚の脱力、意識障害などを伴う急
性脳症を引き起こす。昔は食用とされ
ていました。

ニガクリタケ
ナラタケに似ているが、死亡例もあるほど猛毒。
針葉樹や広葉樹の枯れ木、倒木などに群生し、
通年発生する。

クサウラベニタケ
ウラベニホテイシメジやハタケシメジに似て
いる。おう吐、下痢、腹痛等の消化器系の中
毒が起きる。

農水省 野生きのこによる食中毒を防ぐため 検索

触っても
だめだ
よ!!

椎茸と間
違えない
で!!

美味しそう
でも食べな
いで!!

分からない
ときは採ら
ないで!!


